
川 口 鋳 物 ニ ュ ー ス （4）2 0 2 2 年（令和 4年）10月2 5日（火）第 7 6 5 号

一般・電気機械用 4,599 97.0 110.7 4,740 4,154
輸 送 機 械 用 2,548 106.3 86.8 2,396 2,934
そ　の　他　用 1,887 101.5 139.0 1,860 1,358
合　　　　　　計 9,034 100.4 107.0 8,996 8,446
対 象 工 場 数 65   65 68

重量（ｔ） 前月比（％） 前年同月比（％） 重量（ｔ） 重量（ｔ）
用　途　別

 令和４年７月 令和４年６月（前月） 令和３年７月（前年同月）

川口鋳物工業協同組合令和４年７月銑鉄鋳物生産量

有効回答の合計重量 × 調査対象事業所数有効回答事業所数

資料： 川口鋳物工業組合調査、経済産業省生産動態統計調査のうち埼玉県内の事業所集計分
 （非鉄鋳物生産量は経済産業省生産動態統計調査による）
注１）30人未満の事業所分は川口鋳物工業組合調査結果から下記の計算により算出しています。

注２）「銑鉄鋳物」…ここではねずみ鋳鉄及び球状黒鉛鋳鉄を指し、可鍛鋳鉄等を除く。

銅・銅合金鋳物 31,720 93.7 160.0 33,837 19,829
アルミニウム鋳物 1,519,720 101.9 94.6 1,490,674 1,605,861

重量（kg） 前月比（％） 前年同月比（％） 重量（kg） 重量（kg）
種　　　別

 令和４年７月 令和４年６月（前月） 令和３年７月（前年同月）
令和４年７月 非鉄鋳物生産量

鋳
鉄・非
鉄
鋳
物
７
月
の
生
産
動
向

ものづくりの楽しさを体験

「きゅぽらん」を展示販売

毎週２回「鋳金工芸教室」を開催

近日販売予定のレリーフ

その場で溶かした亜鉛合金を流し込んだ

埼
玉
鋳
物
技
能
士
会
（
入

野
純
一
会
長
）
は
10
月
22
日

に
「
川
口
市
市
産
品
フ
ェ
ア

２
０
２
２
」
の
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
「
も

の
づ
く
り
体
験
教
室
（
技
能

フ
ェ
ス
タ
）
」
に
お
い
て
、

「
鋳
物　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ぶ

ん
ち
ん
」
体
験
を
担
当
し

た
。
技
能
士
会
で
は
子
ど
も

達
が
優
れ
た
技
能
に
触
れ
る

こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
の
喜

び
や
感
動
、
技
能
の
重
要
性

や
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

今
回
は
小
学
生
以
上
が
対

象
。
ド
ラ
え
も
ん
や
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
、
き
ゅ
ぽ
ら
ん
、
イ

ル
カ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
16

種
類
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中

か
ら
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
選
び
、
型
作
り
へ
。
型

に
、
そ
の
場
で
溶
か
し
た
亜

鉛
合
金
を
流
し
込
み
、
水
に

つ
け
て
冷
ま
し
た
後
、
余
計

な
部
分
を
取
る
作
業
が
行
わ

れ
、
鋳
物
製
の
文
鎮
が
完

成
。
日
頃
見
る
こ
と
が
少
な

い
、
鋳
物
製
品
が
仕
上
が
る

ま
で
の
過
程
が
目
の
前
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
と
、
皆
熱
心

に
眺
め
て
い
た
。

初
め
て
の
体
験
と
な
っ
た

子
や
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
子
、
毎
年
訪
れ
る
と

い
う
子
ま
で
、
親
子
で
訪
れ

で
き
上
が
っ
た
文
鎮
に
喜
ぶ

姿
が
見
ら
れ
た
。

川
口
鋳
金
工
芸
研
究
会

（
猪
俣
幸
治
会
長
）
は
、
10

月
21
日
〜
23
日
に
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ

シ
テ
ィ
で
催
さ
れ
た
「
川
口

市
市
産
品
フ
ェ
ア
２
０
２

２
」
に
出
展
し
た
。
減
少
傾

向
に
あ
る
会
員
の
増
加
に
向

け
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
強
化
す
る

一
環
。

昨
年
１
月
に
鋳
金
工
芸
研

の
初
の
商
品
と
し
て
売
り
出

し
た
鋳
物
製
の
置
物
「
き
ゅ

ぽ
ら
ん
」
を
展
示
販
売
す
る

と
と
も
に
、
会
員
が
制
作
し

た
鋳
鉄
や
ブ
ロ
ン
ズ
鋳
物
の

作
品
を
展
示
。
近
日
発
売
予

定
の
「
き
ゅ
ぽ
ら
ん
＆
う
さ

ぎ
の
レ
リ
ー
フ
」
が
初
め
て

お
披
露
目
さ
れ
た
。

様
々
な
職
業
や
年
齢
の
市

民
が
自
主
運
営
す
る
任
意
団

体
で
あ
る
鋳
金
工
芸
研
。
毎

週
水
曜
と
金
曜
の
週
２
回
、

㈱
山
崎
鋳
鉄
工
業
所
（
川
口

市
朝
日
）
内
の
鋳
物
実
習
場

で
「
鋳
金
工
芸
教
室
」
を
開

催
し
、
美
術
工
芸
品
や
身
の

回
り
の
道
具
な
ど
を
鋳
物
で

制
作
し
て
い
る
。
１
９
６
４

年
東
京
五
輪
の
聖
火
台
（
旧

国
立
競
技
場
の
炬
火
台
）
を

作
り
上
げ
た
鈴
木
文
吾
さ
ん

が
生
前
、
講
師
を
務
め
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
。

商
品
の
「
き
ゅ
ぽ
ら
ん
」

は
、
川
口
市
の
同
名
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
を
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

に
し
た
も
の
で
、
亜
鉛
合
金

鋳
物
製
。
同
市
の
許
可
を
得

て
、
商
品
化
に
こ
ぎ
着
け
た
。

価
格
は
３
５
０
０
円
。

「
鋳
物
の
街
川
口
」
を
象

徴
す
る
溶
解
炉
の
キ
ュ
ー
ポ

ラ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ゆ
る

キ
ャ
ラ
が
地
元
に
誕
生
し
た

の
を
受
け
、
文
吾
さ
ん
の
弟

子
で
あ
る
岸
洋
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
試
作
品
を
鋳
造
。
木
型
は

文
吾
さ
ん
の
実
弟
で
木
型
師

の
鈴
木
昭
重
副
会
長
が
作
っ

た
。
地
場
産
業
の
鋳
物
づ
く

り
と
川
口
の
Ｐ
Ｒ
に
少
し
で

も
貢
献
し
な
が
ら
、
鋳
物
工

芸
研
の
話
題
作
り
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
た
。

商
品
や
作
品
に
興
味
を
持

ち
足
を
止
め
て
見
入
る
人
や
、

携
帯
等
で
写
真
を
撮
影
す
る

人
も
。
鋳
物
製
の
「
き
ゅ
ぽ

ら
ん
」
を
購
入
す
る
人
も
多

く
、
同
フ
ェ
ア
の
記
念
に
な

っ
た
よ
う
だ
。

な
お
受
講
生
を
募
集
中
。

「
鋳
物
で
身
の
回
り
の
用
具

を
作
っ
て
み
た
い
」
「
技
術

を
学
ぶ
こ
と
で
、
生
活
を
彩

り
た
い
」
な
ど
興
味
が
あ
る

人
は
気
軽
に
連
絡
を
。
見
学

も
可
。
問
い
合
わ
せ
は
同
会

（
☎
０
９
０
・
１
７
７
６
・

６
９
８
７
）
へ
。

川
口
鋳
物
工
業
協
同
組
合

は
10
月
12
日
に
開
い
た
理

事
・
部
会
長
会
で
、
９
月
の

総
務
・
業
務
両
委
員
会
の
審

議
内
容
に
関
す
る
報
告
が
あ

っ
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通

り
。【

総
務
委
員
会
】
（
佐
々

木
正
委
員
長
）
①
組
合
機
関

紙
「
川
口
鋳
物
ニ
ュ
ー
ス
」

９
月
25
日
号
の
編
集
に
つ
い

て
承
認
②
引
継
書
に
つ
い
て

承
認
③
令
和
４
年
度
組
合
員

懇
親
会
に
つ
い
て
検
討
④
令

和
４
年
８
月
度
財
政
収
支
状

況
に
つ
い
て
承
認
⑤
第
54
回

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰

に
つ
い
て
報
告
⑥
玉
掛
け
技

能
講
習
・
ク
レ
ー
ン
運
転
特

別
教
育
講
習
会
に
つ
い
て
報

告
⑦
鋳
造
協
会
「
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
つ
い
て
依

頼
⑧
「
鋳
物
技
術
委
員
会
か

ら
の
要
請
事
項
」
に
つ
い
て

要
望【

業
務
委
員
会
】
（
伊
藤

之
厚
委
員
長
）
①
共
同
受
注

課
８
月
の
事
業
実
績
及
び
引

き
合
い
に
つ
い
て
報
告
②
未

収
一
覧
表
に
つ
い
て
承
認
③

景
観
鋳
物
補
助
事
業
の
製
品

選
定
に
つ
い
て
報
告
④
干
支

関
係
印
刷
業
者
選
定
に
つ
い

て
承
認
⑤
業
務
課
・
材
料
試

験
課
８
月
の
事
業
別
実
績
に

つ
い
て
承
認
⑥
廃
砂
処
理
の

８
月
の
債
務
保
証
に
つ
い
て

承
認
⑦
引
継
書
に
つ
い
て
承

認
⑧
ブ
ラ
ジ
ル
銑
に
つ
い
て

承
認
⑨
発
光
分
光
分
分
析
用

定
盤
金
型
価
格
改
定
に
つ
い

て
報
告

川
口
鋳
金
工
芸
研
究
会
は

講
演
会
「
精
密
鋳
造
と
美

術
」
を
11
月
13
日
16
時
〜
17

時
30
分
に
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ブ

ン
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
タ
ジ
オ
（
川
口
駅
東
口
前
、

キ
ュ
ポ
・
ラ
７
階
）
で
開
く
。

講
師
を
務
め
る
の
は
美
術

作
家
の
高
橋
賢
悟
氏
。
高
橋

氏
は
こ
の
春
東
京
藝
術
大
学

美
術
学
部
の
博
士
課
程
を
修

了
。
在
学
中
よ
り
高
度
な
造

形
・
鋳
造
技
術
に
裏
打
ち
さ

れ
た
現
代
美
術
作
品
を
発
表

し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
展
示
を
終
え
帰
国
し
た

こ
と
を
契
機
に
、
作
品
制
作

で
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
鋳
造
技

術
に
つ
い
て
語
る
。

参
加
費
無
料
。
定
員
は
50

人
。申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
同
会
（
☎
０
９
０
・
１
７

７
６
・
６
９
８
７
）
へ
。

「
初
午
太
鼓
演
奏
会
」
が

11
月
27
日
10
時
30
分
〜
13
時

30
分
に
、
イ
イ
ナ
パ
ー
ク
川

口
・
芝
生
広
場
で
開
か
れ

る
。
雨
天
中
止
。
川
口
の
伝

統
で
あ
る
初
午
太
鼓
を
楽
し

め
る
。

問
い
合
わ
せ
は
川
口
鋳
物

工
業
協
同
組
合
内
・
初
午
太

鼓
事
務
局
（
☎
０
４
８
・
２

２
４
・
６
２
０
０
）
へ
。

経
済
産
業
省
が
発
表
し
た

　

８
月
の
生
産
動
態
統
計

（
速
報
）
に
よ
る
と
、
銑
鉄

鋳
物
の
生
産
量
は
前
年
同
月

比
４
・
２
％
増
の
23
万
７
１

４
３
㌧
と
な
っ
た
。

銑
鉄
鋳
物
以
外
の
動
向
を

見
る
と
、
鋳
鋼
品
の
生
産
量

は
前
年
同
月
比
０
．
３
％
増

の
１
万
１
１
７
０
㌧
と
増
加

し
た
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鋳
物
の
生

産
量
は
前
年
同
月
比
２
・
４

％
増
の
２
万
６
７
１
１
㌧
と

な
っ
た
。
銅
・
銅
合
金
鋳
物

の
生
産
量
は
前
年
同
月
比

６
・
６
％
減
の
４
２
９
７
㌧

と
減
少
し
た
。

小
日
向
淳
さ
ん
（
こ
ひ
な

た
じ
ゅ
ん
＝
㈱
東
北
車
輛
製

造
所
社
長
・
青
木
北
部
会
）

10
月
20
日
逝
去
。
享
年
50

歳
。
葬
儀
は
マ
レ
ー
シ
ア
で

の
現
地
葬
の
後
、
国
内
で
家

族
葬
を
予
定
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃
　
報

も
の
づ
く
り
体
験
教
室

「
鋳
物 
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ぶ
ん
ち
ん
」

埼
玉
鋳
物
技
能
士
会

会員増加に向け活動をPR
川口市市産品フェアに出展
川口鋳金工芸研究会

講
演
会

「
精
密
鋳
造
と
美
術
」

初
午
太
鼓

演
奏
会

イ
イ
ナ
パ
ー
ク
川
口

経
済
産
業
省

８
月
の
生
産
動
態
統
計

委　

員　

会　

報　

告
川口の伝統である初午太鼓を楽しめる


